

































るが、それは充分に論じ尽しているというよりは、むしろ戦前 地方史誌の誤りを正し、新しい視角を設定しようとした試論である。昭和二十九年に出版された「松本藩松川粗大庄屋 清水家文書は）は、この藩の領域における郷村行政の実体や封建社会の基底部をなす郷村内部の構造 如何なるものかについて、一層詳細に知らせてくれ 史料集である
金井氏によれば）松本藩における幕藩体制の確立期は、．天正十年小笠原秀政の入封以来数次の改易移封のあった約七十
年を経て、水野一部臓のもとで行われた慶安検地に至 期間で（あ〉り 氏は、こ 藩の本百姓 性格を慶安検地 際して設定された「役」の究明によ
っ
て探求しようとされたようである。勿論、清水家文書は部分的 は氏も引用されたが、本書刊
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価された額を与えられ「半屋敷」ハ「半百姓」）「門屋敷」ハ「門百姓」）はその半額を与えられていることがわかる。即ち、「本屋敷」が一軒前の「屋敷免」を基礎控除されたことは「本百姓」身分 決定寸る重要な契機であっ と思われるが、単に、「本 」が「本百姓」身分を意味するだけでなく次章で明らかにされるさまざまな義務を負うていたのである。
所三
男氏は、近世初期の人畜帳や人別帳について














村 名 1 本役 i 半設｜門屋 ｜ 庄屋 It り ！鍛治：~－＇ I ！：会！大工1智夏｜計
26 9 40 
嵩下村 34 17 59 
新屋村 31 I 1 13 〔fi4 〕
古厩村 26 7 38 
立足村 10 4 16 
鼠穴村 12 I I I I 10 26 
細野村 13 I I 10 25 
板取村 23 4 2 10 39 
松川村 60 9 1隠〈居§) 4 I 3 8 3 41 13 
西山村 21 2 I 1 7 46 
須沼村 21 2 7 I I 2 5 39 
下一本木村 13 5 〔1〕 3 25 
上一本木村 1 2 I 〔1+6 〕 26 3 
清水村 14 5 I I 2 8 45 
計 I 314 I 21 I 10 ¥ 13 i 9 I 5 I I 1°114~〕｜I 609 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 、 智 伊 即 日 中 間 －
V
仲釦日常之節、人足立拍道具差出し申候事。
一 、 卸 即
m r
貯差出し申候事。
一 、 即 日 間 州 民 間 ・ が



































































































































































































































































































































































売 、 ド 第
7
たれは林文書を基礎にして、清水家文書で補足して作ったもの





























































































































































8 6 3 
第 7 表耳壊村の石高の変遷
元住！安永 9 盆｜文化 7if=.l 天保13 血｜久 3 ￥＼明 ヌ
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買れ 三 、 例
がた 郎本を屋 い〆’旬、るかい積平来れてあ未も持
行農 の来挙了安な内。らるさ兵なるもる 満の で
わ民 屋のげ人 永い入なーもれ衛か。、のではあ
れは r 半れ 別六。作お分のたがっ史零であ市る
：百ば党公年 一、二は例二た料細、り五一
分検 分姓、」~IE 三持厘市で軒がの 農 同 、 郎 方
家地 五彦庄は月 名高に五あ半、性民程こー
に帳 厘 nY 屋こ、 ）二至郎るも源質が度の名ー
ょに をの甚の桧 は石るの外つ右上多の村の O
る登 得半九現 川 「以まみーの街 -1 か出にみ石




口j 高 ；厘く姓にの も一 分持」ー表がた二はて
はを に定と応「 つ九て七しの分示知に割五い
ー維 な右しじ持 て 名 い 厘 て 集 、 出らし程石る

































































































































































































様司こと村役人に願出、村 人は、 役のみでは「日限通り不相済」と 軒役 に同情したがベ鍵役」は「達でかき役動
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うとしたけれども、「かきの者共先例無之事」として寄夫諸木代を 金しなかったことから「屋丁持」のものが訴訟をおこしたことにある。大庄屋の尋問に対して 役人は「四五十ヶ 来此方ハ村中屋了，
S
籾差出ならし－一相成」「鍵役」が一二分



















































































































区よ毛主｜村 役人 ｜基本農民，－ ；－一ーの土」ム ム－｜
身分呼称｜野ょ ｜本百姓 l半百姓｜門百姓 ｜その他｜慶安検地帳 ）
石 高 i 持高！ 1 町以上I~時上11町～吋1町～吋 9反以下！年十議守備判官そ｜有 ｜ 有 （ 有~1=i]:J~童話号｜
屋敷兎 i 軒数 b1!f~）I c1 鰐 if思 i摂t) I 無 i文書 〔ー）
i名称｜本屋穀｜本屋穀｜半屋敷｜門屋監 i腎兎｜
伎 の 負担｜無 投｜ 本 役 ｜ 半 役 ｜ 半 役 ｜ 無｜文書〔六六〕
(B ）江戸・後期
L也~－J:~L竺王子ーし竺士号一＿＿ ：~ i叫I~ ~r:~I 
i身分呼称 ｜庄屋・組頭・百姓｜ 小 前 f 7.K 呑［文書〔六一〕（
！ ！代・作世話・山廻！ I i 
｜ i持高 I 10 石以上 110 石～ 2 石 I2 石以下 ｜無高 ｜文書〔六九〕1
1石 高 一 －」ー ム一一 一」一一一一1－~L間百止竺注÷哲也竺！
！軒数！ 活字 c1～ ！ _(1~21~~~11 無： ！ 無 ｜林家文書！
屋 丁 l一一一一←一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一一 一一








































































































































































































/"'Ir 、 r、 r、 r『、 r、I'"'. I'"'. r、r、 r 、／＂＇， ，.ヘ！＇＂＇＼ ，.ヘ rヘ r、r、、，......， ，.、
50 49 48 47 46 45 4 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 3 32 31 
））〉 〉〉））））〉〉））〉〉）ー〉〉余曽原〉〉
「文交「注「文注文注文文文交交小六「古之 川文京前
信書書松 32 豊書 27 書 39 書書書書書林八北島人 ・ 書 誌 掲
府〔〔本の科〔の〔の〔〔〔〔〔家頁安敏足 梓 ） 芸 金
統二九市文町八文一文八一八七七文）曇雄高 川の ：J：井
記〕 υ 史書誌と司書四書四五一九八害で郡「割・前 ξ 氏
」四九 」〔」元。四一〕〕〕〕〕 O 男志近 を犀交 L の
第 C 六上一一椴 〕 三三例三三三 役」世 以 JI! に本 論
ニ頁｜巻七六十 四六六之二二二 の四日 差・は空交
八。九六 〕 九 六 七頁三事八四一 機 四本出高「主
、尚七八一 頁 年 三。 l 書 i I I 能九農 し瀬何士信
五、頁八四 未 頁 三 留 三 三 三 に頁業 、川れ云濃
一年 頁八 正 。 六 一 六 二 二 つ。の至・の奇六
O 買 頁 月 四三一方四い中構而 保村宅ノ
頁の 簡］ 頁九頁頁頁て井造難 高ニ -ii, 回
。収 用 。頁 0 0 0 は信」渋河茂？？
「＊p~ 書 。 文彦日之 ・ 谷 孟 二
松に 留 書氏本 村 右 合 主 二
本つ 日 〔の評 方川ニ会七
市 L、 記 ー「論 二々住岸頁
史て 」 O 支社御江居て
」は 八 〕害昭座六罷 -b －：＼ 但
上金 0 享」一候七在等し
巻井 頁 保解ぺ」里少基
、氏 。 十三~ 0 と拾之~こ
八の 六。み 壱風設の
一前 年鍵え 弐通事E 点
九掲 御役る 塁候引に
頁 論 用の 。有茂星つ
。文 書鍵嘉 之山訟い
信 留は永候崩~て
濃 目白三 処 川 去 は
七 記在年年欠玄ま
ノ （鍵 の々等おだ
四 ーの助人多 1~， 実





























一 二 七 四 頁
。
ハ日〉出動人足は交書〔八八〕天保八年「松川組御烏狩人足帳控」一













































































































ハ悦〉金井氏の御教一不による。ハお〉前掲金井民 論 信濃六ノ二、 二合併号、七ノ一。〈
M∞〉北島正元「近世日本農村社会史」東京大谷書店昭二二
。
小野武夫「日本村落史概説」岩波書店昭一一、清水三男「日本中世の
村落」日本評論社・昭一七
。
附託この研究につき、金井園民に種々直接御教示をいただき 活版文書以外の関係史料借覧の便宜を与えられた。
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